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【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も ２ 自 由 度 を 有 し て お り 作 業 対 象 物 に 接 触 す る 作 業 部 と 、
　 術 者 が 把 持 可 能 な 第 １ の 操 作 部 と 、
　 前 記 第 １ の 操 作 部 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 作 業 部 の 前 記 ２ 自 由 度 方 向 の 動 作 を 制 御 す る た
め の 第 ２ の 操 作 部 と 、
　 一 端 側 に 前 記 作 業 部 が 接 続 さ れ 、 他 端 側 に 前 記 第 １ の 操 作 部 が 接 続 さ れ 、 前 記 作 業 部 を
少 な く と も ２ 自 由 度 方 向 に 駆 動 す る た め の 駆 動 力 を 発 生 す る 複 数 の モ ー タ を 有 す る 駆 動 力
発 生 部 と 、
　 前 記 第 １ の 操 作 部 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 第 ２ の 操 作 部 と は 異 な る 方 向 に 前 記 作 業 部 の 動
作 を 制 御 す る た め の 第 ３ の 操 作 部 と 、 を 具 備 し 、
　 前 記 第 ２ の 操 作 部 は 、
　 そ れ ぞ れ が 前 記 第 １ の 操 作 部 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ 、 そ れ ぞ れ が 前 記 作 業 部 の 前
記 ２ 自 由 度 方 向 の 少 な く と も 一 方 向 の 動 作 を 制 御 可 能 で 、 前 記 術 者 が 前 記 第 １ の 操 作 部 を
把 持 し た 方 の 手 の 指 で 操 作 を 行 う た め の 第 １ お よ び 第 ２ の ダ イ ヤ ル を 有 し 、
　 前 記 第 １ の ダ イ ヤ ル は 、 そ の 回 転 方 向 が 前 記 第 ２ の ダ イ ヤ ル の 回 転 方 向 と は 直 交 す る 向
き に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 医 療 用 マ ニ ピ ュ レ ー タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の 操 作 部 の 一 端 側 に 配 置 さ れ て 術 者 が 把 持 す る 把 持 部 を 有 し 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ダ イ ヤ ル は 、 前 記 第 １ の 操 作 部 の 他 端 側 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 マ ニ ピ ュ レ ー タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の ダ イ ヤ ル は 、 前 記 第 ２ の ダ イ ヤ ル よ り も 前 記 第 １ の 操 作 部 の 他 端 に 近 い 側 に
配 置 さ れ 、
　 前 記 第 １ の ダ イ ヤ ル の 回 転 方 向 は 、 前 記 第 ２ の 操 作 部 の 短 手 方 向 に 略 平 行 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の ダ イ ヤ ル の 回 転 方 向 は 、 前 記 第 ２ の 操 作 部 の 長 手 方 向 に 略 平 行 で あ る こ と を



特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 医 療 用 マ ニ ピ ュ レ ー タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の 操 作 部 は 、
　 前 記 作 業 部 が 接 続 さ れ る と と も に 、 前 記 第 ３ の 操 作 部 が 取 り 付 け ら れ る 第 １ 面 と 、
　 前 記 第 １ 面 の 反 対 側 に 配 置 さ れ 前 記 第 ２ の 操 作 部 が 取 り 付 け ら れ る 第 ２ 面 と 、 を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 医 療 用 マ ニ ピ ュ レ ー タ 。
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